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▲おめでとう!　6年生に手を引かれ入場する新1年生（志免南小学校）

広報委員会
吉田委員　　大熊委員　　二宮委員　　大西委員
古庄議長（発行責任者）　堤委員長　　助村副委員長

お 知 ら せお 知 ら せ

「議会だより」についてのご意見をお待ちしております。
TEL 935-1001   FAX 935-7070

議会事務局は町役場４階です。
E-mail:gikai@town.shime.lg.jp

傍聴に是非お越しください。

　 議会はいつ開催されているの？
　定例議会は３月・６月・９月・１２月の年４回です。
緊急を要する案件に限り、臨時議会があります。

議会が開かれていない時は？
　本議会最終日に承認された継続審査の各委員会
所管事務を調査・研究をします。

【平成20年度の委員会開催回数】　※定例会以外
•常任委員会…………………………………42回
•議会運営委員会……………………………13回
•志鉱跡地対策特別委員会………………… ２回
•福岡都市圏広域行政調査特別委員会…… ３回
•議会広報特別委員会………………………25回
•合併問題調査特別委員会………………… ２回

次回の定例会は
6月12日より
次回の定例会は
6月12日より
次回の定例会は
6月12日より

　

通
学
指
導
員
と
は
別
に
別
府

二
町
内
会
の
老
人
会
長
を
中
心

に
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
会
員

の
方
々
も
加
わ
っ
て
、
登
下
校

時
の
交
通
安
全
へ
の
見
守
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
校
時
の
車
の
通
過
量
は
毎

日
約
１
４
０
台
に
も
な
り
、
通

学
す
る
児
童
数
も
多
く
、
大
変

危
険
な
状
況
を
見
聞
き
す
る
中

で
、
安
全
指
導
に
立
っ
て
い
た

だ
け
る
方
が
一
人
か
ら
二
人
又

三
人
と
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

別
府
昭
和
町
交
差
点
ユ
ニ
バ
通

り
か
ら
進
入
す
る
車
も
１
０
０
台

を
越
え
る
現
状
に
日
々
の
見
守
り

に
つ
い
て
保
護
者
か
ら
感
謝
の
声

と
共
に
、
お
年
寄
り
の
方
々
と
の

交
流
で
子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
挨

拶
が
で
き
て
い
る
な
ど
、
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

 議会

議会傍聴は、町民が町政に参加する機会のひとつです。
是非お越し下さい。車椅子席もあります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。

し
め
議
会
だ
よ
り　
第
52
号

◇
発
行
・
福
岡
県
志
免
町
議
会　

◇
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

〒
８
１
１

－

２
２
９
２　

福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
志
免
中
央
１
丁
目
１

－

１

◇
発
行
日
・
平
成
21
年
5
月
１
日　

◇
印
刷
・
九
州
チ
ュ
ー
エ
ツ
株
式
会
社

2～3
5

6
10
15

議会だより

「21年度緊縮予算」
補助金大幅カット メリ・ハリはどこ？
追加補正  定額給付金・地域活性化のために
桜丘団地…公共下水道に連結
焼却場跡地…いよいよ整備検討へ
一般質問 ズバリ町政を問う
議会あれこれ 町長と議会は対等!

わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！

3
月 

定
例
会

3
月 

定
例
会

第52号
平成21年（2009）5月1日発行

志
免
西
小
学
校 

「

」

地域住民の方々が個々に

地域の安全・安心への取り組みをして頂いています。

町の施策である見守り事業の一環ともなっているグループを紹介します。
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第1回
定例会
第1回
定例会

（前年度比1.4％減）（8,0００万円一般会計 ９3億
【賛成】 堤・助村・丸山・吉住・池邊・牛房・大西・稲永・熊本・二宮
【反対】 大熊・西川・吉田・大林・末藤

　

平
成
21
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
６
日
か
ら
26
日（
21
日
間
）の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
21
年
度

当
初
予
算
・
20
年
度
補
正
予
算
・
条
例
改
正
な
ど
計
33
議
案
、継
続
審
査
１
件
・
請
願
２
件
・
意
見

書
３
件
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
９
日
、
10
日
の
２
日
間
で
９
人
が
行
い
ま
し
た
。

一般会計…………………93億8,000万円
国民健康保険……………42億1,000万円
老人保健………………………  6,900万円
後期高齢者………………  3億9,600万円

住宅新築……………………………  1,300万円
下水道事業……………………13億4,800万円
水道事業………………………14億7,000万円

（100万円未満四捨五入）

平成21年度 当初予算 総額  168億8,600万円

反
対
討
論　
　
　

末
藤 

議
員

　

財
源
を
理
由
に
し
、
真
っ
先
に
高
齢
者
の

命
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
医
療
か
ら
削
る
、
こ

ん
な
国
や
市
町
村
に
未
来
は
な
い
と
思
う
。

　

75
歳
ま
で
長
生
き
し
て
お
め
で
と
う
と
い

え
る
の
が
政
治
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
年

度
予
算
に
は
、
自
治
体
と
し
て
の
責
任
や
思

い
や
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ

と
を
強
く
指
摘
し
反
対
討
論
と
す
る
。

議会費 126,323千円 1％

町税
4,762,109千円 51％

利子割交付金
28,000千円 0％配当割交付金

14,000千円 0％

地方譲与税
102,000千円 1％

町債
627,250千円 7％

諸収入 122,286千円 1％
繰越金
300,000千円 3％

繰入金
 120,104千円 1％

寄付金 1千円 0％

財産収入
10,962千円 0％

県支出金
632,130千円 7％

国庫支出金
517,624千円 6％

使用料
および手数料
157,077千円 2％

分担金
および負担金
193,057千円 2％

交通安全対策
特別交付金
11,000千円 0％

地方交付税
1,330,000千円 14％

地方特例交付金
74,400千円 1％

自動車取得税交付金
37,000千円 0％

地方消費税交付金
338,000千円 4％ 株式等譲渡

所得割交付金 3,000千円 0％

民生費
3,552,476千円
　　　　　37％

衛生費
1,748,188千円 19％

公債費
1,012,123千円
　　　　　 11％

総務費
914,847千円
　　　　10％

予備費 41,957千円 0％

教育費
1,036,431千円 11％

消防費
395,389千円 4％

土木費
457,591千円 5％

商工費
47,401千円 1％

農林水産業費
47,274千円 1％

メリ・ハリは？緊縮予算！
平成21年度

減　　　　増

　地方分権の時代に即した議会とな

るべく、一般会計予算と今回初めて、

特別会計（国保会計等）・水道事業会

計を全員（議長を除く）による予算特別

委員会で審議。

　委 員 長　助村議員

　副委員長　丸山議員

　副委員長　稲永議員

予算特別委員会
委 員 長　助村議員
副委員長　丸山議員
副委員長　稲永議員

賛成多数で採択
（賛成10人・反対5人）

新設
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•地域活性化・生活対策臨時交付金 4,020万7千円
　•地域活性化等に資する事業を行うため、国が交付するもので「目的にそった事業計画が立てられて
　　おらず、社会情勢を敏感に感じとった取り組みが必要」との意見が議会では大半をしめた。

　 道路改良工事  2,474万8千円
　 中央小学校体育館耐震補強工事
　　　　　　　　917万8千円
•宇美・志免リサイクルセンター
 建設費補助金 1,115万4千円
　•建設資材の値上がり、ごみ混じり土砂の処分費用として

一
般
会
計
補
正（
第
６
号
）

•
定
額
給
付
金
事
業

６
億
７
６
５
１
万
６
千
円

『
町
民
へ
の
周
知
を
す
ば
や
く
行
い
、
で
き
る

だ
け
早
く
給
付
金
を
出
す
よ
う
に
』
議
会
よ
り

強
く
要
請
し
た
。

•
子
育
て
応
援
特
別
手
当

 

給
付
事
業

２
７
５
９
万
６
千
円

子
ど
も
が
３
人
以
上
の
２
子
以
後
、３
〜
５
歳

に
限
り
、一
人
当
り
３
万
６
千
円
を
給
付
。

全
員
賛
成

一
般
会
計
補
正（
第
７
号
）

•
商
品
券
事
業
補
助
金

２
０
０
万
円

議
会
の
強
い
要
請
に
よ
り「
定
額
給
付
金
」支

給
に
合
わ
せ
て
、
商
品
券
発
行
補
助
金
２
０

０
万
円
を
４
０
０
万
円
に
増
額
し
、
商
品
券

発
行
額
を
４
０
０
０
万
円
か
ら
８
０
０
０
万

円
に
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

補
助
金
見
直
し

　
　

削
減
に
議
論
ふ
っ
と
う
！

　

個
別
補
助
金（
１
１
２
件
、
計
２
億
８
５
０
０
万
円
）

の
廃
止
や
目
的
別
予
算
等
へ
の
組
み
換
え
も
含
め
、

今
年
度
５
２
０
０
万
円
減
。

【
主
な
も
の
】

●
小
・
中
学
校
学
級
費…

…
…
…

廃
止

●
町
内
清
掃
助
成
費…

…
…
…

50
％
減

●
納
涼
夏
ま
つ
り
補
助…

…
…
…

廃
止

アクシオン福岡
活用事業１６０万円

健康づくりのため、年間を通じ、県民プール、
トレーニング室（写真下）が利用できる。
※一部有料

学級補助員事業
個々に応じた授業の充実を図るとのことだが。

30人→24人に減
1,600万円減

人事評価制度
120万円

職員の能力開発を促進するための研修
センター事業費。

ボランティア・
コーディネーター
　　　　　 新設
まちづくりやボランティア団体間の情報交換や
活動の推進のためボランティア・コーディネー
ターを設置。 308万円

・国民健康保険　全員賛成
　1億6,491万円○減 総額44億6,312万6千円
・老人保険　全員賛成
　2,397万円○減 総額  4億8,696万9千円
・後期高齢者医療　賛成多数（賛成14：反対1）
　543万7千円○増 総額  3億8,871万2千円

・下水道事業　全員賛成
　8,082万9千円○減 総額16億2,557万3千円
・水道事業　全員賛成
　9,688万円○減 総額12億7,117万8千円

新規

新規

新規

新しく稼働した宇美・志免リサイクルセンター

少人数指導のようす

特別会計補正

一 般 会 計

１億500万8千円増　総額98億77万6千円
主な一般会計補正

賛成多数で採択
平成20年度補正予算（第5号）平成20年度補正予算（第5号）

（賛成13：反対２）
21
年
度
当
初
予
算

・
主
な
事
業
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▲整備が待たれる焼却場跡地

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

条
例
の
改
正

　

休
息
時
間
が
15
分
短
縮
さ
れ
、
45
分
間
と

な
る
。
（
12
時
15
分
〜
13
時
ま
で
昼
休
み
）

全
員
賛
成

特
別
職
及
び
教
育
長
の

　
　
　
　
　

給
与
等
を
減
額

•
町
長
の
給
与
10
％
減
79
万
２
３
０
０
円
を

75
万
６
０
０
円
。

•
副
町
長
５
％
減
65
万
３
７
８
０
円
を
64
万

３
０
０
円
。

•
教
育
長
５
％
減
61
万
１
１
０
０
円
を
59
万

８
５
０
０
円
。

　

及
び
期
末
手
当
も
減
額
を
す
る
。

　

総
額
２
３
６
万
円
の
減
。

全
員
賛
成

焼却場跡地整備委員会
　　　　　設置条例の制定
　焼却場跡地及び周辺地域の環境整備を
円滑に推進するため必要な調査研究を行
う。
　15人の委員で組織する。

全員賛成

認
可
地
縁
団
体
の
印
鑑
登
録

及
び
証
明
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

条
例
の
制
定

　

地
縁
に
よ
る
団
体
が
、
地
域
的
な
共
同
活

動
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
、
団
体
設
立
に
関

す
る
事
務
手
続
き
を
整
備
す
る
た
め
。

全
員
賛
成

下
水
道
条
例
の
特
例
の
制
定

　

桜
丘
団
地
内
の
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
接

続
す
る
に
あ
た
り
、
使
用
料
に
つ
い
て
の
特

例
を
規
定
。
（
桜
丘
の
現
行
使
用
料
２
年
間

据
え
置
き
）

賛
成
多
数（
賛
成
14
・
反
対
１
）

志
免
町
総
合
計
画
審
議
会

　
　
　
　
　
　

条
例
の
改
正

　

審
議
会
の
委
員
構
成
の
う
ち
町
議
会
議
員

４
人
を
は
ず
し
、
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
町

民
４
人
以
内
と
改
正
。

全
員
賛
成

請願 （要望・陳情）・意見書

請　
　
　

願

請　　願 請 願 者 内　　　　　　　　容 採決結果

「定額給付金」事業
に伴う商品券事業実
施に関する請願

志免町商工会
会長　吉村  郁久

「定額給付金」の支給が承認され、商工会においても
消費を喚起し、経済の底上げを図りたいという国の意
向に従い、従来の商品券発行額の4,000万円を倍額し
「定額給付金」支給に合わせて実施を考えている。
ついては町行政の商品券発行補助金200万円を商工会
負担額同等の400万円に増額していただきたい。

全員賛成で
採択

国民健康保険財政へ
の国庫負担割合を医
療費総額の45％に戻
すことを求める請願

粕屋地区社会保険
推進協議会
代表　三野原  厚

保険料（税）の滞納世帯が急増している。滞納世帯への
短期保険証の発行や資格証明書の発行も増加。このよ
うな事態を招いた根本は1984年から国庫補助を45％
から38.5％に削減したこと。高すぎる保険料（税）を
抜本的に解決し、国民皆保険制度を維持するためには
45％に戻すことが必要です。

賛成多数で
採択
国へ意見書
を提出

意　
　

見　
　

書

意  見  書 提 出 者 内　　　　　　　　容 採決結果

「緑の社会」への構造
改革を求める意見書 助村  議員

経済危機の今こそ「緑の社会」へと大転換するチャン
スと捉え、諸外国に先駆けて不況を克服し、低炭素社
会・循環型社会・自然共生社会を目指し、環境分野へ
大胆に投資し雇用を創出すべく「日本版グリーン・ニ
ューディール」を推進すべき。

賛成多数で
採択
国へ意見書
を提出

「世界一高い学費」を
を軽減し、経済的理
由で学業をあきらめ
る若者をなくすこと
を求める意見書

末藤  議員

雇用と景気の急速な悪化のもとで「世界一高い学費」が
家庭に重くのしかかっている。
高校教育、大学教育等の無償化をめざすとともに、経
済的理由で卒業できない生徒を出さないために対策を
とるよう要請する。

賛成多数で
採択
国へ意見書
を提出

志免町中小小規模事
業所の活性化に対す
る支援強化を求める
意見書

大西  議員

わが町においては６年前から、商品券事業が商工会独
自で行われ、４年前から行政も助成金を出し支援して
いる。今年度は助成金はなくなっていないが、主な施
策から削除され、将来的には廃止されようとしている。
商品券事業補助という名目をはっきり明示し、助成を
継続するよう要望する。

賛成多数で
採択

国保を45％に戻すことを求める意見書に討論！

中小小規模事業所への支援強化を求める意見書に討論！

反対討論　　　　　　　　助村議員
　国は国保財政の厳しい中皆保険を維持するため
に45％から38.５％へ負担率をさげた。しかしそ
の一方数々の改革を経て今日まできている。それ

を今すぐ国の負担を24年前の元に戻し、増加させ
るなどとは到底不可能。
　また、国保財政の悪化の原因は少子高齢化など
が大きく、必ずしも請願のとおりではない。もっ
と国民の為に細やかな改革が必要。

反対討論　　　　　　　　丸山議員
　商工会が行っている商品券事業に対して、町が
４年前から補助金を出し支援しているが、金銭的
な支援ではなく他の応援の仕方がある。
　商工会は金銭的に依存することなく、また町は
自助努力だけを期待するのではなく、商工農業発
展、活性化のために所得倍増計画大プロジェクト
を結成し、動き出すことを提案する。

反対討論　　　　　　　　堤　議員
　商品券が発行され、補助金が付いたのは、大型
店進出による期限付の対策ではなかったのか。
　財政難の折、町民の税が投入。１割還元を享受
する住民とできない住民の不公平感がある。商品
券の販売店も商工会も商品券事業に事務作業と時
間を要するなど。
　商工業者の自主・自立と、地域の独自性で、中
小小規模事業が活性していくと信じる。

討 

論

討 

論

条例の制定と改正
町の憲法町の憲法
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建設常任委員会

厚生常任委員会

総務文教常任委員会

牛房委員　　　　　 二宮委員　　　 末藤委員
　 吉住副委員長　　　　　　助村委員長

　　　　　　 大西委員　　　　　　大熊委員
西川副委員長　　　　  丸山委員長　　　　　　大林委員

堤委員　　　　　熊本委員　　　吉田副委員長
　　池邊委員　　　　　　　　稲永委員長

学
校
新
設
か
増
設
か
？

特
別
委
員
会（
全
員
）

　
　
　

 

審
議
へ
移
行

　

小
・
中
学
校
と
も
新
設
が

望
ま
し
い
と
、
町
立
学
校
通

学
区
域
審
議
委
員
会
か
ら
昨

年
１
月
答
申
が
出
さ
れ
た
が
、

町
も
教
育
委
員
会
も
最
終
決

断
に
は
至
っ
て
な
い
。

　

町
財
政
が
厳
し
い
折
、
財

政
出
動
が
大
き
い
。
教
育
の

問
題
で
は
あ
る
が
、
町
の
大

き
な
課
題
で
も
あ
り
、
時
間

的
制
約
の
中
で
結
論
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
会

全
体
で
論
議
し
、
結
論
を
出

す
こ
と
が
よ
い
と
い
う
総
意

で
特
別
委
員
会
で
審
議
を
す

る
こ
と
に
合
意
。

補
助
金
の
適
正
化

　

町
よ
り
『
補
助
金
等
検
討

委
員
会
の
提
言
を
受
け
、個
々

の
補
助
金
の
見
直
し
を
行
う
。

経
営
会
議
、
課
長
会
議
の
検

証
を
行
い
、
縮
減
・
廃
止
な

ど
原
則
と
し
て
、
平
成
22
年

度
ま
で
に
実
施
す
る
。

　

交
付
基
準
、
規
則
は
21
年

４
月
よ
り
施
行
す
る
。

　

新
た
な
補
助
事
業
等
に
対

す
る
交
付
金
は
交
付
規
定
に

合
致
す
べ
き
も
の
と
す
る
』

　

補
助
金
団
体
の
公
共
施
設

使
用
料
の
減
免
措
置
の
見
直

し
も
行
う
よ
う
要
請
し
た
。

協
働
の
体
制
づ
く
り

　

20
年
か
ら
５
年
を
か
け
て
、

協
働
体
制
づ
く
り
が
実
施
さ

れ
る
。
重
点
項
目
を
意
識
改

革
、
情
報
の
共
有
化
、
環
境

の
整
備
、
人
材
育
成
、
機
会

の
拡
大
と
５
つ
立
て
ら
れ
、

具
体
的
実
行
項
目
に
分
け
て

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

21
年
度
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置

の
予
定
。

学
童
保
育
と

　
　

保
育
園
民
営
化

　
『
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、

連
合
会
総
会
を
実
施
』

　

会
長
の
選
任
な
ど
大
変
な

面
も
あ
る
が
、
滞
り
な
く
準

備
を
進
め
て
ほ
し
い
と
提
言
。

　
『
別
府
つ
く
し
保
育
園
は
、

待
期
児
数
12
人
。
一
時
預
か

り
保
育
室
を
利
用
で
き
な
い

か
検
討
中
。

　

第
３
者
評
価
に
つ
い
て
は
、

保
育
の
質
の
担
保
の
た
め
、

21
年
度
に
６
園
全
部
実
施
に

向
け
て
予
算
編
成
を
行
っ
て

い
る
』

介
護
保
険
料
の
改
定

　

『
広
域
連
合
の
保
険
料
基

準
額
が
現
行
４
９
６
６
円
か

ら
４
７
０
０
円
に
さ
が
る
。

　

志
免
町
は
４
月
か
ら
Ｂ
グ

ル
ー
プ
か
ら
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に

変
わ
り
、
基
準
額
が
３
８
６

２
円
と
な
る
。
グ
ル
ー
プ
分

け
は
、
平
成
18
年
度
、
19
年

度
の
高
齢
者
一
人
当
り
の
給

付
費
、
偏
差
値
で
決
定
さ

れ
、
志
免
町
は
33
市
町
村
の

中
で
下
か
ら
５
番
目
と
な
る
』

　

委
員
会
で
介
護
予
防
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
協
議
し
て
き

た
が
、
健
康
課
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
の
成
果
が
あ
っ

た
と
評
価
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　
　
　

へ
や
の
設
置

　

委
員
会
で
は
、
審
議
を
重

ね
て
き
た
。

　

松
ヶ
丘
町
内
会
は
地
域
活

動
が
活
発
だ
が
集
会
所
が
狭

い
、
県
営
住
宅
で
町
は
投
資

を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。

　

部
屋
の
維
持
管
理
は
町
内

会
で
す
る
と
の
こ
と
な
ど
か

ら
賛
成
と
の
意
見
が
出
さ
れ

全
員
賛
成
で
採
択
。

※

『　

』
は
町
よ
り
の
報
告

で
す
。

　隣接する志免町として、重要な問題であり、福

岡空港調査連絡調整会議から出されているＰ１レ

ポート、ステップ４の資料など参考にして情報交

換を行なう。障害者就労支援の広域での取り組み

については委員会内で協議を行なっている。

　県内の合併状況及び現況について調査研究をす

べく、講師に福岡県企画・地域振興市町村支援課

に要請を行う。２月18日委員会開催。室長・主幹

より説明を受けた。

　

予
算
審
査
に
つ
い
て
は
、

今
任
期
中
は
全
予
算
を
全
員

に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
と

し
て
審
査
す
る
こ
と
を
全
会

一
致
で
決
定
。
次
に
議
会
基

本
条
例
に
つ
い
て
は
、
策
定

に
向
け
て
協
議
を
進
め
、
議

運
で
素
案
を
つ
く
る
こ
と
と

し
た
。全
員
賛
成
で
決
定
。
次

に
志
免
西
小
の
分
離
新
設
・

増
築
問
題
に
つ
い
て
は
、
全

員
に
よ
る
特
別
委
員
会
設
置

に
全
会
一
致
で
賛
成
。

桜
丘
団
地
の
公
共
下
水

道
接
続
に
合
意
形
成

『
①
宅
内
最
終
桝
よ
り
下
流
、

道
路
側
に
つ
い
て
は
町
が
管

理
す
る
。

②
受
益
者
負
担
１
０
０
％
減

免
。

③
従
来
の
料
金
体
系
を
２
年

間
据
置
後
、
志
免
町
下
水
道

料
金
に
移
行
す
る
。

④
桜
丘
終
末
処
理
場
跡
地
は

構
作
物
等
を
撤
去
し
更
地
で

福
祉
施
設
用
地
と
し
て
保
存

す
る
。

　

下
水
道
料
金
据
え
置
き
差

額
は
年
間
約
１
５
０
０
万
円

で
公
共
下
水
道
に
接
続
し
な

か
っ
た
場
合
、
老
朽
化
に
伴

い
機
器
の
故
障
な
ど
で
多
額

の
費
用
が
か
か
り
、
公
共
下

水
道
供
用
開
始
区
域
に
な
る

と
改
修
許
可
が
で
な
い
。
汚

泥
処
理
20
年
度
約
９
０
０
万

円
増
額
で
桜
丘
処
理
場
の
収

支
は
赤
字
』

　

ス
ラ
イ
ド
制
も
考
え
ら
れ

る
が
料
金
事
務
が
煩
雑
と
な

る
。
流
域
下
水
道
（
多
良

川
）
と
町
営
公
共
下
水
道
が

一
本
化
さ
れ
る
こ
と
で
人
件

費
等
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
な
ど
、
町
益
に
反
し
な

い
と
了
解
し
た
。

炭
鉱
跡
地
基
盤
整
備

　
　
　
　

事
業
完
了

　

整
備
さ
れ
た
跡
地
の
管
理
、

運
営
は
未
定
だ
が
、
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
た
広
場
を
一
日

も
早
く
利
活
用
で
き
る
よ
う

要
請
。

　新日本コンクリート、その他土地の貸付料金合

計４２５万２３５３円。

　４月の委員会で、ボタ山資源の活用目的等協議

する。

　志免西小学校の分離新設・増築等調査特別委員

会を設置。

　委員長　牛房議員、　副委員長　吉住議員

建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚 生 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

合併問題調査特別委員会

委員会報告（調査・研究）
な

れ
ば
な

な
い

議
会

町の重要 な課題町の重要 な課題

福岡都市圏広域行政
調査特別委員会

志免西小学校の分離新設・
増築等調査特別委員会

志鉱跡地対策特別委員会

新設
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大
西    

勇  

議
員

丸
山 

真
智
子  

議
員

堤  

久
美
子  

議
員

▲粕屋産の野菜（JAふれあいの里） ▲庁舎より町内を眺む

▲職員の研修を

丸
山　

地
産
地
消
が
食
育
に

つ
な
が
る
、
現
状
は
。

学
校
教
育
課
長　

米
は
粕
屋

産
を
使
用
。
野
菜
等
は
学
校

給
食
会
を
通
し
て
購
入
し
て

い
る
。

　

地
元
産
を
使
う
に
は
価
格

の
安
定
、
調
理
し
や
す
い
、

安
全
性
の
３
点
を
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
長　

粕
屋
地
区
の
食
料

自
給
率
は
平
均
６
％
（
平
成

18
年
）
で
実
現
で
き
な
い
。

丸
山　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

供
給
で
き
る
も
の
も
あ
る
。

平
成
の
森
公
園
の
活
用

答
弁
：
町
民
へ
広
報
が
不
足

丸
山　

事
業
費
９
億
円
で
平

成
５
年
３
月
に
竣
工
。

　

池
干
し
で
水
の
浄
化
を
行

い
、
住
民
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
し
て
も
っ
と
活
用
す
べ
き
。

地
域
整
備
課
長　

時
期
に
よ

っ
て
は
臭
う
。
池
干
し
は
農

区
の
水
利
権
が
あ
る
。

町
長　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
必
要

と
思
う
。
さ
ら
に
広
報
を
行

い
、
施
設
を
有
効
に
活
用
し

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
行
政
経
営
改
革
の
推
進

●
堅
坑
櫓
周
辺
の
ビ
ジ
ョ
ン

堤　

前
例
に
従
っ
て
、
他
市

町
村
と
歩
調
を
そ
ろ
え
て
、

国
・
県
の
指
示
通
り
と
い
う

３
つ
の
意
識
を
捨
て
て
、
町

民
の
中
に
積
極
的
に
飛
び
込

み
、
町
民
の
た
め
何
が
必
要

か
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
職

員
を
育
成
す
る
週
末
学
校
に

職
員
が
手
を
上
げ
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
は
。

総
務
課
長　

研
修
の
中
で
職

員
は
大
き
な
効
果
を
上
げ
て

く
る
と
思
う
が
、
行
政
改
革

の
中
で
長
い
期
間
研
修
に
や

る
の
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

櫓
で
ま
ち
づ
く
り
構
想
は

答
弁
：
提
言
等
い
た
だ
く

堤　

評
価
（
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
）

を
受
け
て
い
る
堅
坑
櫓
を
活

し
て
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
創
出
し
て
欲
し
い
。

町
長　

多
目
的
広
場
、
周
辺

遺
構
、
第
８
坑
連
卸
周
辺
を

公
園
ふ
う
に
整
備
も
し
た
。

利
用
・
活
用
の
仕
方
は
町
民

と
行
政
が
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
対
外
的
に
は
ア
ピ
ー
ル

を
し
て
周
辺
が
活
性
化
し
て

い
け
ば
町
が
元
気
に
な
る
。

　

提
言
を
い
た
だ
き
た
い
。

大
西　

町
内
業
者
の
支
援
対

策
と
し
て
、
小
口
事
業
融
資

制
度
が
あ
る
が
使
い
勝
手
が

悪
い
。
新
た
に
利
子
補
給
制

度
か
保
証
料
金
補
助
制
度
を

真
剣
に
考
え
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
も
ら
い
た
い
。
志
免

町
の
卸
小
売
業
の
年
間
総
売

上
げ
額
は
県
内
66
市
町
村
で

９
位
と
頑
張
っ
て
本
町
の
経

済
を
支
え
て
い
る
。

町
長　

こ
の
不
況
、
知
恵
を

出
し
乗
り
き
っ
て
い
く
た
め

合
意
形
成
と
勉
強
を
し
、
担

当
に
指
導
し
て
い
く
。

青
年
主
張
大
会
で
活
性
化

答
弁
：
機
会
が
あ
れ
ば
支
援

大
西　

次
世
代
の
若
者
達
の

自
立
を
後
押
し
す
る
支
援
対

策
と
し
て
、
男
女
青
年
主
張

大
会
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

青
年
や
退
職
さ
れ
た
方
・

高
齢
者
に
勇
気
を
与
え
、
循

環
型
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。

町
長　

若
い
人
達
が
将
来
を

見
据
え
て
自
分
の
主
義
主
張

を
述
べ
る
こ
と
は
す
ば
ら
し

い
と
思
う
。
い
ろ
ん
な
若
い

人
た
ち
が
意
見
を
述
べ
る
機

会
が
あ
れ
ば
お
世
話
し
、
支

援
を
し
た
い
。

新融資制度の創設を
答弁：支援方法を検討する

商
工
業
支
援

地産地消と食育
答弁：地場産が少ない

学
校
給
食

職
員
の
研
修
体
制
作
り

答
弁
‥
本
町
の
状
況
は
難
し
い

自治体自立

一般質問９人

こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
は
議
員
個
々
の
自
由
編
集
（
会
議
録
に
も
と
づ
き
）
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
会
議
録
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

※

大
熊
議
員
は
掲
載
を
辞
退
さ
れ
ま
し
た
。
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二
宮 

美
津
代  

議
員

助
村 

千
代
子  

議
員

牛
房 

良
嗣  

議
員

西
川 

蓉
子  

議
員

▲庁舎１階ロビー

▲税務課 ▲庁舎内某課

▲志免町の母子手帳等

牛
房　

金
が
な
け
れ
ば
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
で
き
な
い
の
か
、

明
る
さ
の
見
え
な
い
社
会
だ

か
ら
こ
そ
自
治
体
の
頂
点
日

本
一
を
目
指
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
取
組
ん
で
貰

い
た
い
。

住
民
課
長　

窓
口
の
対
応
が

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
、

笑
顔
で
挨
拶
、
分
り
易
い
説

明
に
迅
速
な
接
遇
な
ど
職
員

自
身
が
対
応
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課
長　
高
齢
者
、

障
害
者
、妊
婦
、乳
幼
児
等
々

へ
定
期
配
信
を
し
て
い
る
。

わ
く
わ
く
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行

の
助
成
も
し
て
い
る
。

健
康
課
長　

高
齢
者
、
乳
幼

児
な
ど
家
庭
内
の
事
が
分
か

ら
な
い
の
で
、
訪
問
事
業
を

重
視
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

税
務
課
長　

当
り
前
の
こ
と

が
当
り
前
に
で
き
る
と
い
う

事
を
基
本
に
し
て
い
る
。

牛
房　

厳
し
い
大
変
だ
と
い

う
話
ば
か
り
で
、
不
安
な
思

い
を
持
っ
て
い
る
方
が
多
い
。

90
億
円
の
予
算
で
ど
う
い
う

町
を
つ
く
る
の
か
、
町
民
の

く
ら
し
は
ど
う
な
る
か
、
明

確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ
。

町
長　

行
政
と
一
体
と
な
っ

て
、
活
力
の
あ
る
町
に
し
て

行
く
。
そ
う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
事
が
必
要
。

西
川　

厳
し
い
経
済
危
機
の

中
、
税
及
び
料
金
の
す
べ
て

を
徴
収
す
る
シ
ス
テ
ム
「
税

収
担
当
課
」
を
新
設
す
る
こ

と
が
町
に
は
一
番
の
策
と
思

う
が
。

町
長　

行
財
政
改
革
を
し
て

も
効
果
を
上
げ
る
と
こ
ろ
ま

で
い
か
な
い
厳
し
い
状
況
、

３
案
提
案
が
あ
り
検
討
す
る
。

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
も

大
き
く
変
っ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
も
含
め
た
組
織
の
見
直

し
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

貴
重
な
税
収
ま
た
財
源
を
看

過
す
る
こ
と
は
な
い
。

西
川　

住
民
サ
ー
ビ
ス
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
と
今
迄
は
そ
れ

で
よ
か
っ
た
が
、
今
後
、
施

設
使
用
料
の
減
免
措
置
、
廃

止
も
含
め
検
討
さ
れ
る
の
か
。

町
長　

公
共
施
設
等
の
使
用

料
に
つ
い
て
は
公
共
性
、
利

用
促
進
な
ど
を
勘
案
、
一
部

料
金
改
定
は
し
た
が
全
体
的

な
減
免
措
置
の
見
直
し
に
至

ら
ず
、
厳
し
い
財
政
状
況
、

ま
た
納
税
者
、
利
用
者
の
公

平
公
正
の
観
点
か
ら
受
益
者

負
担
の
見
直
し
を
し
、
22
年

度
か
ら
順
次
実
施
し
て
い
く
。

助
村　

一
生
を
通
し
て
健
康

を
守
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
予

防
接
種
や
病
歴
、
健
診
、
出

産
な
ど
の
情
報
を
一
冊
に
記

載
す
る
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
の

発
行
を
提
案
す
る
。

健
康
課
長　

平
成
24
年
に
病

院
の
カ
ル
テ
が
電
子
化
の
予

定
。
I
C
カ
ー
ド
で
健
康
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

助
村　

国
は
14
回
の
妊
婦
検

診
の
無
料
化
の
道
筋
を
つ
け

た
が
町
の
考
え
は
。

町
長　

粕
屋
地
区
市
町
長
会

で
14
回
の
申
合
せ
を
行
っ
た
。

認
可
外
保
育
所
へ
の
支
援

答
弁
：
協
議
し
考
え
て
い
く

助
村　

安
心
こ
ど
も
基
金
は

保
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の

研
修
事
業
に
使
え
る
が
、
認

可
外
保
育
所
へ
の
研
修
な
ど

の
支
援
は
で
き
な
い
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

基
本
的

に
市
町
村
が
行
う
事
業
に
対

す
る
補
助
金
。
市
町
村
の
考

え
方
で
事
業
を
行
え
ば
、
参

加
を
呼
び
か
け
れ
ば
良
い
と

思
う
。

　

町
の
負
担
も
あ
る
の
で
協

議
し
な
が
ら
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
携
帯
電
話
中
継
基
地
に
つ

い
て

二
宮　

全
国
的
な
流
れ
と
し

て
、
自
治
と
は
何
か
を
考
え

る
動
き
の
中
で
、
自
治
会
活

動
の
在
り
方
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
志
免
町
の
町
内
会
制

度
に
つ
い
て
、
見
直
し
・
廃

止
な
ど
町
の
考
え
方
を
問
う
。

町
長　

住
民
と
行
政
の
協
働

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
言
に
沿

っ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

見
直
し
を
協
議
会
を
設
置
し

検
討
す
る
。
こ
の
事
業
の
推

進
に
は
町
内
会
長
の
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
慎
重
に
行
う
。

公
文
書
の
管
理
状
況
は

答
弁
：
フ
ァ
イ
ル
基
準
遵
守

二
宮　

公
文
書
の
ず
さ
ん
な

管
理
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

文
書
管
理
の
中
で
も
保
存
期

間
は
過
ぎ
て
い
る
が
、
町
に

と
っ
て
重
要
な
文
書
な
ど
、

永
久
保
存
す
べ
き
か
ど
う
か

そ
の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

総
務
課
長　

平
成
５
年
に
導

入
し
た
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
基
準
表
に
基
づ
い
て

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
「
公
文
書
管
理
法
」

の
制
定
も
考
え
ら
れ
、
全
国

的
な
統
一
基
準
に
沿
っ
た
文

書
管
理
を
行
う
。

日本一を目指せ
答弁：各課で努力をする

行
政
サ
ー
ビ
ス

税収担当課の新設を
答弁：組織の見直しを検討

財
政
健
全
化

パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
を

答
弁
‥
電
子
化
で
進
む
方
向
性

母子の健康

見
直
し
な
ど
の
方
向
性

答
弁
‥
協
議
会
を
設
置
し
検
討

町内会制度
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末
藤 

省
三  

議
員

▲資格証明書等

▲本会議のようす

古庄議長

▲大的交差点周辺

議長からのメッセージ 末
藤　

75
歳
以
上
で
保
険
料

を
払
う
こ
と
が
で
き
ず
滞
納

し
た
場
合
、
保
険
証
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
資
格
証
明
書
が

発
行
さ
れ
る
。
病
院
で
は
医

療
費
を
10
割
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

今
ま
で
志
免
町
の
歴
史
を

築
い
て
こ
ら
れ
た
方
々
に
病

院
に
か
か
る
な
と
は
、
こ
れ

は
人
の
道
に
反
す
る
と
思
う

が
、
対
策
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長　

社
会
保
障
制
度
の
公

平
公
正
の
観
点
か
ら
は
、
志

免
町
だ
け
で
ど
う
こ
う
で
き

る
問
題
で
は
な
い
。

末
藤　

保
険
証
の
取
り
上
げ

は
、
住
民
の
安
全
と
福
祉
を

壊
し
、
健
康
を
脅
か
す
も
の

で
、
国
民
の
医
療
を
受
け
る

権
利
を
も
奪
う
も
の
で
あ
る
。

　

保
険
料
を
支
払
わ
れ
な
い

※議会・議員へのご意見をお待ちしております。
◆議長へのメール：simegityo@yahoo.co.jp

政
策
の
決
定
権
は
議
会

ゆ
え
に
責
任
は
大

　

「
議
会
改
革
」を
公
約
し
、

議
長
就
任
し
て
か
ら
二
年
、

折
り
返
し
の
先
月
三
月
議
会

の
あ
る
日
、
町
の
某
職
員
に

「
政
策
の
最
終
決
定
権
は
誰
」

と
問
う
た
と
こ
ろ
「
町
長
」

と
の
回
答
に
一
喝
。

　

予
算
を
伴
わ
な
い
政
策
は

無
く
、
全
て
「
議
会
が
最
終

決
定
」
を
す
る
の
で
す
。

　

地
方
自
治
の
運
営
は
、
首

長
と
議
会
に
よ
る
二
元
代
表

制
で
あ
り
、
議
会
は
政
策
の

決
定
と
、
監
視
・
評
価
の
機

能
を
果
た
す
と
い
う
重
要
な

機
関
で
、
そ
の
責
任
は
大
で

あ
り
、
そ
の
重
責
を
議
員
個

々
が
し
っ
か
り
認
識
し
行
動

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
決
定
方
法
も
、
個

で
あ
る
首
長
と
違
い
、
議
会

は
多
様
な
価
値
観
を
持
っ
た

多
数
の
議
員
に
よ
る
議
論
を

経
て
の
決
定
で
あ
り
、
そ
の

結
論
選
択
は
、
よ
り
住
民
の

意
に
沿
う
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

先
の
三
月
議
会
、
そ
の
是

非
は
別
と
し
て
、
国
に
よ
る

「
定
額
給
付
金
」
支
給
に
対

す
る
地
域
経
済
高
揚
支
援
策

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
へ

の
増
額
補
正
を
、
議
会
と
し

て
強
く
行
政
へ
要
請
し
、
異

例
の
議
会
中
に
お
け
る
補
正

予
算
計
上
を
成
し
得
ま
し
た
。

　

議
会
の
あ
る
べ
き
姿
で
す
。

志
免
西
小
学
校

分
離
新
設
・
増
設
等

調
査
特
別
委
員
会
設
置

　

こ
れ
か
ら
は
住
民
の
意
識

と
価
値
観
が
益
々
多
様
化
し

議
会
へ
の
評
価
と
期
待
も
厳

し
く
な
り
、
よ
り
以
上
に
議

論
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
、

町
の
課
題
を
住
民
の
皆
様
と

共
有
し
、
多
様
な
意
見
を
反

映
し
た
政
策
提
言
や
、
監
視

機
能
を
果
す
議
会
へ
と
改
革

し
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

西
小
学
校
問
題
も
し
っ
か

り
開
示
し
議
論
い
た
し
ま
す
。

「
議
会
基
本
条
例
」制
定
で

議
会
・
議
員　

そ
し
て

住
民
・
行
政
も
変
わ
る

　

二
年
間
、
議
会
の
テ
レ
ビ

放
映
他
、
議
会
改
革
を
推
進

し
て
来
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
、
住
民
の
皆
様
へ
の
議
会

報
告
会
の
実
施
な
ど
、
議
会

の
役
割
、責
務
を
明
ら
か
に
す

る
、
議
会
の
最
高
法
規
「
議

会
基
本
条
例
」
の
制
定
に
本

格
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
開

か
れ
た
、
町
民
の
皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
議
会
の
構
築
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
記
・
議
長
・
古
庄
）

日本一の花づくりの町に

竪坑櫓などを活かして観光PRできるので、

日本一の花のまちづくりコンクールに応募

するか、町独自のコンクールの開催を。

［堤議員・平成19年6月・21年3月定例会での質問］

13のボランティア団体との
会議の中で研究。もう少し
時間を。

人
、
こ
れ
は
特
別
な
事
情
に

あ
た
る
の
で
は
な
い
の
か
。

住
民
課
長　

高
齢
者
医
療
確

保
法
に
は
特
別
な
事
情
が
あ

り
、
１
号
か
ら
５
号
ま
で
機

械
的
に
資
格
証
明
書
を
発
行

す
る
の
で
は
な
く
、
短
期
証

の
発
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら

滞
納
を
な
く
す
よ
う
に
、
き

め
細
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

町
長
と
議
会
は
対
等
!

国
保
保
険
証
交
付
せ
よ

答
弁
‥
社
会
保
障
制
度
上
無
理

老人医療費

どうな
ったの
？

どうな
ったの
？あの質

問は
あの質

問は


	ShimeGikai.No.52.01-16p.pdf
	ShimeGikai.No.52.02-03p
	ShimeGikai.No.52.04-05p
	ShimeGikai.No.52.06-07p
	ShimeGikai.No.52.08-09p
	ShimeGikai.No.52.10-11p
	ShimeGikai.No.52.12-13p
	ShimeGikai.No.52.14-15p

